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はじめに：広告デジタル化へのアプローチ 
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中づり まど上 

ステッカー 
ドアステッカー 

車体広告 

トレインチャンネル 

■車両メディア 

ドア横新Ｂ 

アドストラップ 

■交通広告のメディアユニット 
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ＤＳＣ勉強会資料 

■車両メディア 

 ■中吊り 

  ○２～７日間の短期掲出 

  ○線群セット販売 

 ■窓上 

  ○４日～２週間～６ケ月の弾力的販売 

 ■ステッカー（ドアガラス・戸袋等） 

  ○１ヵ月単位の販売 

 ■ＡＤトレイン（車両メディアジャック） 

  ○半月単位で販売 

  ○各線区にて商品設定 

 ■車体広告 

  ○2001年より山手線にて販売開始 

  ○その後、京浜・中央・埼京・京葉・武蔵野等、各線で商品化      
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■交通広告のメディアユニット 

Photo/jekiホームページより 
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駅ポスター 

アドピラー 

フロア広告 

自動改札ステッカー 

ラッピング店舗 

Ｊ・ＡＤビジョン 

サインボード 

■交通広告のメディアユニット 
■駅メディア 
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■駅メディア 

 ■サインボード 
   ○駅構内・線路脇等に長期掲出（年間契約） 

   ○内照式／外照式（ＬＥＤ光源に移行） 

   ○サイズはスペースに合わせて任意に設定 

 ■ポスター 

   ○１週間単位の掲出 

   ○Ｂ１／Ｂ０サイズ（紙ポスター）が主流 

   ○連貼り（4枚～20枚）でセット販売 

 ■スポットメディア 

    ○常設スペース以外に短期掲出 

   ○サイズ・形状は任意（シート貼り等） 

   ○イベント・フロアシート・自動改札広告等 
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■交通広告のメディアユニット 

Photo/jekiホームページより 
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ＤＳＣ勉強会資料 ■交通広告の特性とニーズ 

■交通広告のメリット 

   ■主な特長 

     １）効果的リージョナルメディア・・・・・・・任意のエリアで展開できる 

     ２）首都圏を広くカバーするメディア・・・高いリーチを獲得 

     ３）強制視認／反復接触性・・・・・・・生活者動線にそって繰り返し露出 

     ４）イメジャリートランスファー効果・・・・・他メディアの広告想起率高い 

     ５）リーセンシー効果・・・・・・・・・・・・・・買い物行動の直前で接触 
 
 
   ※駅・車両というエリアの特性から 

     １）公共性の高いメディアであるため、意匠・表現等に配慮を要する 

     ２）利用者の通行を阻害しないようなスペース上の制約あり 

～紙を主体とした印刷系メディアが主流～ 

より多彩な表現やキメの細かい情報発信ニーズの高まり 
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ＤＳＣ勉強会資料 ■交通広告の特性とニーズ 

■印刷系メディアのメリット 

     １）クオリティの高い表現が可能 

     ２）大量出稿に適する 

     ３）他メディア（雑誌、屋外、ショップ周り等）との連動が容易 

     ４）掲出スペースがあれば、場所を選ばずに展開可能 

 

■印刷系メディアのデメリット 

     １）日別・時間帯別に内容を変えることが困難（ライブ情報に不適） 

     ２）デザインの異なる意匠をエリア毎に掲出することが困難 

     ３）印刷～物流～掲出に、一定の期間が必要 

     ４）掲出・撤去に作業が不可欠 

     ５）省資源の観点からも検討を要する 

■印刷系メディアのメリット・デメリット 
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ＤＳＣ勉強会資料 

 ■交通広告に今後、求められるニーズ 
     

    １）時間帯・エリア別の広告表現 

       ｆｅ．朝・・・コーヒー、昼・・・健康飲料、夜・・・アルコール飲料 

      ｆｅ．特定のエリア、駅だけに出稿したい。 

    ２）インタラクティブ性 

      ユーザーの必要な時に必要な情報を提供できる。 

    ３）ユーザーの属性把握 

      想定するユーザーに的確に伝わっているのか？？ 

■交通広告の特性とニーズ 
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※従来の「印刷系メディア」では実現困難 

デジタルサイネージの可能性に期待 
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ＤＳＣ勉強会資料 
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■デジタルサイネージの開発 

■ｊｅｋｉサイネージのポジショニング 

   ■クライアントニーズの変化に対応 

     １）ロケーション・時間を意識した露出・・・よりきめの細かい出稿プラン 

     ２）他メディアとの連動・・・・・・・・・・・・・・・テレビ、WEB、モバイル、SNS、etc. 

     ３）重視されるアカウンタビリティ・・・・・・・・・放映ログ、システムによる注目率 

     ４）コストパフォーマンス・・・・・・・・・・・・・素材の流用（ワンソースマルチユース） 

     ５）話題性の喚起・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＡＲ、３Ｄ等の活用 

 

    

   ■既存ユニットのリプレース 

     １）トレインチャンネル ⇒ ドア上広告のデジタル化 

     ２）Ｊ・ＡＤビジョン   → ポスター・サインボードのデジタル化 

       ※Ｊ・ＡＤビジョンの原則的な設置フォーマット 

         ①モニターを縦置きで、②流動に正対する向きで、③同一エリアに複数面設置 
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ＤＳＣ勉強会資料 

デジタルサイネージの現状 
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■デジタルサイネージの定義 

 屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所で、 

 ネットワークに接続したディスプレイなどの電子的な表示機器を使って 

 情報を発信するシステムを総称して「デジタルサイネージ」と呼ぶ 

 

    ▼主な設置場所（屋外広告・交通広告・ショールーム・ショップ ｅｔｃ） 

    ▼用途：広告・インフォメーション・環境演出・公共情報 etc. 

渋谷ハチ公前交差点 六本木ヒルズ トレインチャンネル 

■デジタルサイネージの現状 

デジタルサイネージコンソーシアム ホームページより 
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■デジタルサイネージの用途とロケーション 
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 用途（ビジネスモデル） 

 広告  販売促進  インフォメーション  環境演出 

■デジタルサイネージの現状 

 ロケーション 

交通機関 
（駅・電車・空港・タクシーetc.） 

商業施設 
（ショッピングモール・スーパーマーケット・ 

・コンビニetc.） 

公共機関 
（官公庁・美術館・学校etc.） 

その他 
（店舗・病院・教習所・ 
飲料自販機等） 

屋外（ビル外壁etc.） 
オフィス 

ＤＳＣ勉強会資料 
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いくつかの調査機関が何れもサイネージ市場の将来的な拡大を予測 

■デジタルサイネージの市場規模 

■デジタルサイネージの現状 
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出典：矢野経済研究所/デジタルサイネージ市場に関する調査結果 2010 より 
    ※ハードウェア、配信サービス、広告・コンテンツすべてを含む、狭義は小型の電子POPや大型の屋外ビジョンを除く 
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ＤＳＣ勉強会資料 ■デジタルサイネージの現状 

１．表示装置の大型化・ 
  スリム化・高精細化・低価格化 

  ・ＬＣＤ（液晶モニター）、 
  ・ＰＤＰ（プラズマディスプレイ）、 
  ・フロント（リア）プロジェクター、 
  ・ＬＥＤビジョン etc. 
２．配信システムの低価格化 
    １）汎用配信ソフトの商品化 
   ２）ＣＰＵの高性能化 
   ３）周辺機器（セットトップボックス等） 
     の低価格化 
３．ネットワーク環境の整備 
   １）ブロードバンドエリアの拡大 
     （光ファイバー・ＡＤＳＬ・ＨＳＤＰＡ・ＷｉＭＡＸ） 
   ２）イントラネットの普及（無線or有線ＬＡＮ） 
   ３）通信コストの低下 

■デジタルサイネージ拡大の背景 
 

４．配信コストの低価格化 
   １）配信専門会社（ＡＳＰ） 
     の増加 
   ２）自社管理によるコストダウン 
５．安価なコンテンツの普及 
   １）デジタル素材のノンリニア編集 
    による制作コストダウン 
   ２）ＦＬＡＳＨ等ＷＥＢコンテンツの 
     流用 
   ３）既存のデジタルデータの加工  
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ＤＳＣ勉強会資料 

■デジタルサイネージの特性 

  ●一元管理・一括配信・・・・・大量出稿する媒体に対して一元管理が可能 

 

  ●タイムシェアリング・・・・・・・・・時間帯により異なるコンテンツを表示 

                    fe.朝はコーヒー、昼は健康ドリンク、夜はビール等 

 

  ●エリアセレクト・・・・・・・・・・・・エリア毎に異なるコンテンツを表示 

                    fe.駅特性・接触時間による差別化 

 

  ●多様なメディアに対応・・・・・動画／静止画／ｆｌａｓｈ／ＨＴＭＬ 等 

                     のデジタルデータを配信・表示 

 

 

 ■ＯＯＨにおいて、従来のメディアに無かった多彩な広告表現が可能に！！ 
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■デジタルサイネージの現状 
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ＤＳＣ勉強会資料 

デジタルサイネージの展開事例 
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広告制作会社 

広告会社 

クライアント 

配信サーバ 

広告依頼 
スケジュール・ 

コンテンツ 

駅ナカ サイネージ 

列車内 サイネージ 

無線伝送 

作成依頼 

コンテンツホルダー 

店舗・駅ビル等 サイネージ 

jeki 

スケジュール& 
コンテンツ配信 

ネットワーク網 

■デジタルサイネージの展開事例 

■ネットワークイメージ（広告モデル）  
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■トレインチャンネル（山手線・中央線・京浜東北線・成田エクスプレス）⇒京葉線へ 

■デジタルサイネージの展開事例 

○ 車内ドア上に液晶モニターを設置し、動画配信 
○ ２００２年～ 山手線新型車両に順次導入 
○ ２００６年～ 中央線に新規導入 
○ ２００７年～ 京浜東北線に新規導入 
○ ２００９年～ 成田エクスプレスに新規導入 
○ ２０１０年～ 京葉線に新規導入 
  山 手 線   ５２編成×８８面 ⇒ ４，５７６面 
  中 央 線   ６８編成×８０面 ⇒ ５，５０４面（各編成パターン計） 
  京浜東北線  ８３編成×８０面 ⇒ ６，６４０面 
  成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ ２２編成×３２面 ⇒   ７０４面 
  京 葉 線   ２４編成×８０面 ⇒ １，９２０面（2011年8月導入完了） 
 

山手トレインチャンネル 中央トレインチャンネル 京浜トレインチャンネル 
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Ｎ’ＥＸトレインチャンネル 

約２万面 

規模へ 

ＤＳＣ勉強会資料 
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売
上 

（百万円） 

山手線導入 

中央線導入 

京浜東北線導入 

京葉線 
（導入完了時：２，０００面） 

４，５７６面 

５，５０４面 

６，６４０面 

成田エクスプレス線導入 
約２０，０００面の 

         大型ネットワークメディアへ 

７０４面 

■デジタルサイネージの展開事例 

■トレインチャンネル 売上・面数の推移 
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■トレインチャンネル（山手線・中央線・京浜東北線・京葉線）の展開 

○モニターのワイド化 

○高速伝送によるコンテンツの多様化 

○平均乗車時間を意識したロール編成 

○時間帯・路線別の広告表現 

○成田エクスプレスより対車両伝送にＷｉＭＡＸを活用 

約５，０００万人／週にリーチ 

■デジタルサイネージの展開事例 
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モニターサイズ

１ロール長さ

対車両伝送

車内伝送

平均乗車時間

約１７分

約14.4分約16.6分約11.4分

DIGITAL

中央線

ANALOG DIGITAL

ミリ波 ミリ波

15インチ【4：3】

約18.2分

約314万人

車両機器データ関係

「2011 MEDIA GUIDE（jeki)」より

京葉線

17インチ【16：9】

１週間延べ推定利用人数 約1,976万人 約1,616万人約1,082万人
（青梅線・五日市線を除く）

約２３分

ＷｉＭＡＸ

DIGITAL

京浜東北線・根岸線　

約２３分
(女性専用車：約１７分)

山手線

17インチ【16：9】

約２３分

無線ＬＡＮ

15インチ【4：3】

ＤＳＣ勉強会資料 
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■トレインチャンネルのコンテンツ 

動画ニュース 

■デジタルサイネージの展開事例 

○リアルタイム系 

静止画ニュース 

Page22 

○エンタメ系・その他 

天気予報 

エリア情報 

クイズ 
■コンテンツの特長 

 ○１コンテンツは原則として６０秒 

 ○コンテンツとＣＭの時間配分は 

  概ね４：６ 

 ○人気の高いコンテンツはニュース・ 

   天気予報・アニメなど 

 ○マスメディアとの差別化を意識 

 ○平均乗車時間を考慮した 
   ロール編成 
 ○無音声・視認性を意識した 
   ショートコンテンツで構成 

雑学（語学） 

雑学（野生動物） 雑学（心理学） 

ＤＳＣ勉強会資料 
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■デジタルサイネージの展開事例 

■トレインチャンネルの販売連携 

Page23 

○ ２００９年７月～ 
   「トレインチャンネル」 ＋ 「ＷＥＳＴビジョン」のセット販売開始 
   ・東日本（トレインチャンネル １５インチ：山手線、中央線快速、１７インチ：京浜東北線・根岸線） 
   ・西日本（ＷＥＳＴビジョン １９インチ：京都線、神戸線、宝塚線、東西線、学研都市線） 

                   ↓ 
  ・首都圏と関西圏の車内映像メディア連動ははじめて 
  ・東阪二大都市圏の代表的なサイネージを同時展開する事で、 
   高いリーチを実現 
  ・両サイネージの枠予約を一元化 

× 

ＤＳＣ勉強会資料 
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■Ｊ・ＡＤビジョンのネットワーク展開 

■デジタルサイネージの展開事例 
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■レイアウト ：コンコース等、お客さまの流動ポイントに複数面を展開 
■販売方法：駅特性により、週単位・月単位で販売（動画・静止画に対応） 

五反田駅 ６５インチ（２面） 

渋谷駅 ６５インチ（８面） 

東京駅京葉通路 ６５インチ（１０面） 

横浜駅中央通路 ５２インチ（５面） 

秋葉原駅電気街口 

６５インチ（８面） 

東京駅中央通路 ６５インチ（１１面） 

秋葉原 

横浜駅南口 ６５インチ（１６面） 

新橋 

新橋駅 ６５インチ（１０面） 

秋葉原駅中央口 

 ６５インチ（７面） 

３４駅２７６面 

ＤＳＣ勉強会資料 
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ＤＳＣ勉強会資料 
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2010.3.29 産経ニュース 

2010.3.29  asahi.com 

■デジタルサイネージの展開事例 

品川駅自由通路 ６５インチ（４４面） 
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■デジタルサイネージの展開事例 

■Ｊ・ＡＤビジョン 売上・面数の推移（首都圏エリア） 
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（面） 

売上 

面数 
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■デジタルサイネージの展開事例 

■Ｊ・ＡＤビジョンの販売連携 
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○２０１１年４月～ 
   「Ｊ・ＡＤビジョン」 ＋ 「Ｊ・ＡＤビジョン ＷＥＳＴ」のセット放映開始 
   ・首都圏エリア１１駅１０５面 ＋ 関西圏エリア３駅３４面 （１４駅１３９面） 

  ・車両に続き首都圏と関西圏の駅サイネージのメディア連動 
   ・各サイネージの枠予約を一元化 

○２０１２年１月～ 
  「Ｊ・ＡＤビジョン」 ＋ 「Ｊ・ＡＤビジョン Central（東京駅）」のセット追加 
  ・Ｊ・ＡＤビジョンネットワークセットに東京駅八重洲北・南の２４面が連携 （１８駅２２３面） 

○２０１２年２月～ 
  「Ｊ・ＡＤビジョン 東名阪ネットワークセット」放映開始 
  ・名古屋駅１２面の追加により面数拡大 （１９駅２３５面） 

Ｊ・ＡＤビジョン Ｊ・ＡＤビジョン WEST Ｊ・ＡＤビジョン Central 

× × 

ＤＳＣ勉強会資料 
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Ｊ・ＡＤビジョン （東日本） Ｊ･ＡＤビジョン ＷＥＳＴ （西日本） Ｊ・ＡＤビジョン Ｃｅｎｔｒａｌ （東海） 

■デジタルサイネージの展開事例 

■Ｊ・ＡＤビジョン 露出・入稿仕様の統一 
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原稿サイズ（横向き） 
 ○静止画：1080×1920ピクセル 
 ○動  画：1280×720ピクセル 

露出時間：５時～２４時 

掲出スタート日：月 

最低露出保障回数：９０％稼働 

入稿期限：５営業日 

ロール時間：６分間 

ネットワーク枠：１４枠 

秒／枠：１５秒 

原稿サイズ（横向き） 
 ○静止画：1080×1920ピクセル 
 ○動  画：1280×720ピクセル 

掲出期間：１週間 

ファイル形式 
 ○静止画（ＪＰＧ） 
 ○動画（ＷＭＶ９） 

露出時間：６時～２４時 

掲出スタート日：月 

最低露出保障回数：９０％稼働 

入稿期限：５営業日 

ロール時間：６分間 

ネットワーク枠：１４枠 

秒／枠：１５秒 

原稿サイズ（縦向き） 
 ○静止画：1280×720ピクセル 
 ○動  画：1280×720ピクセル 

掲出期間：１週間 

ファイル形式 
 ○静止画（ＪＰＧ） 
 ○動画（ＷＭＶ９） 

特殊表示 
 ○曜日別 
 ○時間帯別（１時間毎） 
 ○個別面表示 

特殊表示（別途料金） 
 ○土日・祝日別 
 ○時間帯別（朝・昼・晩） 
 ○個別面表示 

エフェクト：選択有(静止画のみ) エフェクト：なし 

露出時間：６時～２４時 

掲出スタート日：月 

最低露出保障回数：９０％稼働 

入稿期限：５営業日 

ロール時間：６分間 

ネットワーク枠：１４枠 

秒／枠：１５秒 

掲出期間：１週間 

ファイル形式 
 ○静止画（ＪＰＧ） 
 ○動画（ＷＭＶ９） 

特殊表示（別途料金） 
 ○土日・祝日別 
 ○時間帯別（朝・昼・晩） 
 ○個別面表示 

エフェクト：なし 

ＤＳＣ勉強会資料 



Copyright （C） 2012   jeki All Rights Reserved.  

ＤＳＣ勉強会資料 

29 Page29 

■デジタルサイネージの展開事例 

■駅デジタルサイネージネットワーク実証実験 

○首都圏主要駅構内における『デジタルサイネージ共同実証実験』 
 
 ・実施期間 ： ２０１０年６月２１日～ ２０１２年３月末 
 ・実験主体 ： デジタルサイネージ推進プロジェクト（１１社で構成・五十音順） 

           (株)小田急エージェンシー、(株)京王エージェンシー、(株)京急アドエンタープライズ、 
                (株)京成エージェンシー、(株)ジェイアール東日本企画、西武鉄道(株)、 
                (株)東急エージェンシー、東京都交通局、東武鉄道(株)、(株)メトロアドエージェンシー、 
                (株)モノレール・エージェンシー 

  ・設置箇所 : １１鉄道２０駅２７面（原則として５２インチ・横型） 
          ※全箇所に「顔認識システム」を設置。様々な効果を検証。 
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検出 
測定範囲から「人物の
顔」を自動で検出  

判定 
検出した「人物の顔」をもと
に性別・年齢層を判定  

記録 
性別・年齢層の推定後、 
数値データのみを記録 

媒体事業社が連携して顔認識システムを搭載したデジタルサイネージADネット
ワークを構築して、広告主様に対して視聴状況をWebサイトを通じて 
フィードバックする体制を提供していることが特徴です 

※画像は蓄積しないため、個人情報保護   
  法、プライバシー権、肖像権など、 
  法的な問題には抵触しません 

顔認識システム搭載の 
デジタルサイネージを 
ネットワーク化 

視聴状況を計測 Webサイトを通じて 
視聴状況をフィードバック 

■デジタルサイネージの展開事例 

■デジタルサイネージ推進プロジェクトの特徴 

Page30 

ＤＳＣ勉強会資料 
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検出 カメラの視界でとらえた映像の中から 

「人物の顔」を自動で検出  

判定 検出した顔映像をもとに性別・年齢層を判定  

記録 性別・年齢層の推定後、数値データのみを記録 

 顔認識カメラシステム仕様 

  ■ 計測範囲 ： 筺体前約5m以内 

  ■ 視野角 ： 約60° 

視聴人数 

検出 カメラの視界でとらえた映像の中から 

「人の流れ・移動」を自動で検出  

記録 数値データのみを記録 

筺体前通行人数 

■デジタルサイネージの展開事例 

■顔認識カメラ・オーディエンストラッキングシステムの仕組み 

Page31 
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■デジタルサイネージの展開事例 

■顔認識カメラ・オーディエンストラッキングシステムによるデータ例 

【sample】時間帯別 

【sample】曜日・時間波動 

【sample】性・年代別 
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～2010.12.15 プロジェクトリリースより～ 
注１）実験フェイズ2 （9/20～12/19）における計測値 
注２）測定範囲は筐体前５ｍ・視野角６０° 

■デジタルサイネージの展開事例 

■視聴状況の中間経過報告（計測値） 

ＤＳＣ勉強会資料 
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デジタルサイネージに適したコンテンツ 
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■デジタルサイネージに適したコンテンツ 

○ライブコンテンツの重要性 
 ・駅ナカにおける利用者ニーズは、①天気予報、②ニュース、③運行情報に集中  

(N) 

天気・

気象情報

ニュース JRの列

車遅延情

報(運行

支障)な

ど

ｲﾍﾞﾝﾄ･音

楽･ｽﾎﾟｰ

ﾂ･映画な

どの情報

や広告

ＪＲの

列車時刻

情報

駅周辺の

商業施設

(ﾃﾞﾊﾟｰﾄ･

駅ﾋﾞﾙ等)

の情報や

紹介

飲食店の

情報や

紹介

新商品・

新ｻｰﾋﾞｽ

情報や

広告

JRの旅

行･ｻｰﾋﾞ

ｽ･切符･

料金など

の情報

ＴＶｺﾏｰ

ｼｬﾙと

同様の

広告

他の街頭

ﾋﾞｼﾞｮﾝと

同様の

広告

その他の

ＪＲ情報

その他

 全体  (429) 67.1 55.9 54.5 30.5 28.2 25.4 17.5 13.8 13.3 6.8 2.3 0.2 2.8

 男性  (210) 65.2 61.9 54.8 26.7 26.7 21.0 15.2 12.4 11.0 7.1 1.9      - 2.4

 　15～34才  (106) 65.1 61.3 46.2 35.8 29.2 20.8 19.8 15.1 11.3 10.4 3.8      -      -

 　35才以上  (104) 65.4 62.5 63.5 17.3 24.0 21.2 10.6 9.6 10.6 3.8      -      - 4.8

 女性  (219) 68.9 50.2 54.3 34.2 29.7 29.7 19.6 15.1 15.5 6.4 2.7 0.5 3.2

 　15～34才  (105) 68.6 41.0 45.7 46.7 36.2 28.6 26.7 19.0 9.5 9.5 2.9      - 2.9

 　35才以上  (114) 69.3 58.8 62.3 22.8 23.7 30.7 13.2 11.4 21.1 3.5 2.6 0.9 3.5 (%)

(%) 

67.1

55.9 54.5

30.5 28.2
25.4

17.5
13.8 13.3

6.8
2.3 0.2

2.8

0

20

40

60

80

100

■パブリックスペースにおけるコンテンツニーズ 

２００７年１月調査 （Ｎ＝４２９） 
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■デジタルサイネージに適したコンテンツ 

■広告表現のバリエーション（ＪＲ東日本の事例） 

Page36 

○中央にテレビ用ＣＭ＋上下に静止画・文字 

○オリジナルの縦向き動画 

○動画＋静止画 

ＤＳＣ勉強会資料 
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 ○公共空間にあるサイネージは災害時の情報提供媒体として有用な存在 
   ⇒広域避難施設への誘導、交通情報等の帰宅支援情報等の発信 
   ⇒役割の認知を高めることが重要 
 
 ○情報更新のタイミングによってはミスリードのリスク 
   ⇒情報源の確保と発表時間が重要 
 
 ○放送（ＮＨＫ等）は即時対応時に有効なコンテンツ 

   ⇒但し、地域や場所に応じて求められる情報は異なる 

   ⇒災害直後から復興までの時間軸で求められるコンテンツは変化する 

 

                   

        ＴＰＯに応じたコンテンツを流せるような体制の整備 

        災害発生時に即応可能なマニュアル整備の必要性 

        平時より交通機関・自治体等、関係機関との連携が必要 

■デジタルサイネージに適したコンテンツ 

■災害対策ツールとしてのサイネージニーズ 

Page37 
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143.2% 

193.0% 

152.9% 

56.1% 

79.6% 

98.8% 

108.3% 
110.1% 

122.1% 

111.0% 

148.6% 

82.0% 

101.3% 

45.6% 

0.0% 

45.7% 

98.3% 

119.8% 

56.8% 

87.9% 

83.1% 

74.2% 

101.5% 

-50.0%

0.0%

50.0%

100.0%

150.0%

200.0%

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

売
上
前
年
比

 

トレインチャンネル 

Ｊ・ＡＤビジョン 

3/11 
東日本大震災 

～5/8 
J ・AD ﾋﾞｼﾞｮﾝ  
CM放映中止 

J ・AD ﾋﾞｼﾞｮﾝ 
輝度５０％で放映 

J ・AD ﾋﾞｼﾞｮﾝ 
通常輝度に復旧 

節電に伴う広告主の
Ｊ・ＡＤビジョン出し控え 

トレインチャンネルは
節電の影響受けず 

前年に比べ 
１週少ないため 
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【参考】 東日本大震災とデジタルサイネージの売上トレンド 

■デジタルサイネージに適したコンテンツ ＤＳＣ勉強会資料 



Copyright （C） 2012   jeki All Rights Reserved.  

ＤＳＣ勉強会資料 

39 Page39 

■災害発生時のコンテンツ（案） 

※具体的な情報内容は関係機関との調整により作成 

■デジタルサイネージに適したコンテンツ 
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ＤＳＣ勉強会資料 
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■節電要請時の対策（案） 

１．モニター輝度ダウン 
   ⇒輝度を５０％とする。（概ね消費電力５０％カット） 
 
 
 
２．有用なコンテンツの配信（ニュース・天気予報・消費電量等） 

■デジタルサイネージに適したコンテンツ 
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新素材の実験展開と検証 
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■デジタルサインボード実証実験（池袋駅） ２００６  

実験概況 

○期間：２００６年８月２１日～１２月３１日 

○場所：池袋駅１番線線路脇 

○協力：三菱電機㈱  

■新素材の実験展開と検証 

Page42 
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■デジタルサインボード実証実験（池袋駅） ２００６ 

｢デジタルサインボード｣好意度 

好意度 74.8％ 

39.8 19.435.0 4.9

1.0

0 20 40 60 80 100

全　体

(N=103)

好感が持てる やや好感が持てる
どちらともいえない やや好感が持てない
好感が持てない

（％）

(N=103)

(%)

69.9

   88.3

43.7

18.4

26.2

69.9

0 20 40 60 80 100

｢斬新である｣　

という点　

｢つい見てしまう｣

という点

映像媒体の方 どちらかというと映像媒体の方

サインボードと比較したデジタルサインボード 

ＤＳＢの優位性 69.9% 

32.0 11.7 3.9052.4

0 20 40 60 80 100

全　体
(N=103)

良いと思う まあ良いと思う

どちらともいえない あまり良いとは思わない

良いとは思わない

（％）

｢デジタルサインボード｣受容度 

受容度  ８４．５％ 
実証実験における評価（抜粋） 

モニターによるアンケート（n=１０３） 

■新素材の実験展開と検証 
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■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９ 

実験概況 
○期間： ２００９年５月１８日～３１日（２週間） 
○場所： 恵比寿駅東口自動改札の２通路 
○協力： ジェイアール東日本メカトロニクス㈱、ＪＲ東日本 

■新素材の実験展開と検証 
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実証実験における評価（抜粋） 

アンケートによる個別面接（n=１４４） 

■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９ 

■新素材の実験展開と検証 
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22.2

6.8

8.3

10.5

4.2

17.3

34.7

0 10 20 30 40 50

有機ＥＬ

(N=144)

電子ペーパー

(N=133)

細かい字まで見た 写真・絵・大文字だけ見た 見たような気がする

（％）

■媒体注目率 

■自動改札ステッカーとの比較 

ＤＳＣ勉強会資料 
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実証実験における評価（抜粋） 

広告会社担当者アンケート（n=３０） 

■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９ 

■新素材の実験展開と検証 
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■画面の見やすさ 

■画面の明るさ 
ある 
39% 

ややある 
39% 

どちらとも

いえない  
11% 

あまりない 
7% 

ない 
4% 

■将来的な利用価値 

■広告会社の意見 
・今まで自動改札ステッカーを検討してこなかったクライアン
ト  
 にも提案できる 
・時間帯で素材を変えられる点は、需要があると思う 
・以前の実験に比べれば、非常に明るく、色の再現性も高 
 いので、媒体化の価値はあると思う 
・見ている時間が短いので、画面を大きくしたり、音を出すこ 
 とでより効果が出ると思う 
・大きさが不足しているように思う。音と連動するとリーチ率 
 アップにつながると感じた 
・自動改札機では、もう少しサイズを大きく、また、掲出位 
 置の変更が必要 

ＤＳＣ勉強会資料 
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■東京駅 プラズマチューブアレイ実証実験 ２００９ 

実験概況   

○期間：２００９年９月２日～４日（３日間） 

○場所：東京駅総武地下 

○協力：篠田プラズマ㈱、 ＪＲ東日本、 

     富士通㈱、富士通フロンテック㈱ 

■新素材の実験展開と検証 

Page47 

ＤＳＣ勉強会資料 



Copyright （C） 2012   jeki All Rights Reserved.  

■東京駅 プラズマチューブアレイ実証実験 ２００９ 

■新素材の実験展開と検証 

Page48 

 

  

   
実証実験における評価（抜粋） 

実施期間中にアンケート実施 

 広告関係・・・39／報道関係・・・15 

ＤＳＣ勉強会資料 



Copyright （C） 2012   jeki All Rights Reserved.  

■デジタルサイネージの展開事例 

■恵比寿駅 線路脇「大型ＬＥＤビジョン」実証実験 ２０１２ 

Page49 

○ ２０１２年６月１５日～  三菱電機㈱と共同で実験開始 
○ 屋外型大型映像装置として国内最高精細のスクリーン（三菱電機調べ） 
○ 仕様・・・１７５インチ・高輝度ＬＥＤ、ドットピッチ 6.7mm、輝度3,000cd／㎡ 
        防塵防滴を備えた屋外仕様    

2012.6.15報道公開実施 

ＤＳＣ勉強会資料 
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車 両 

実験等 

駅構内 

2002 2006 

山手 
ﾄﾚｲﾝチャンネル 

2007 2009 

中央 
ﾄﾚｲﾝチャンネル 

京浜東北 
ﾄﾚｲﾝチャンネル 

成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ 
ﾄﾚｲﾝチャンネル 

2010・・・・ 

京葉 
ﾄﾚｲﾝチャンネル 

新宿・渋谷駅 
ｽﾃｰｼｮﾝチャンネル 

東京・品川・横浜  
デジタルポスター 

東京駅 
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ 

2006 2008 

2006 2005 

山手線 
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ 

池袋 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾝﾎﾞｰﾄﾞ 

2008 

恵比寿駅 
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ 

恵比寿駅 
有機ＥＬ 

2009 

2009 

秋葉原・東京・品川駅等 
J・ADﾋﾞｼﾞｮﾝの拡大 

TOPICS WiMAX 
ホーム 

ドア 

Suica導入 

ﾅﾋﾞﾀｯﾁ 

Suicaﾎﾟｽﾀｰ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 
ｻｲﾈｰｼﾞ 

WiMAX活用 
ﾈｯﾄﾜｰｸ化 

ﾈｯﾄﾜｰｸ化 

ホワイト 
スペース 

2010 ・・・・ 

2010 ・・・・ 

■デジタルサイネージの開発ロードマップ 
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ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの
進化・大型化 

東京駅 
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾁｭｰﾌﾞｱﾚｲ 

ＤＳＣ勉強会資料 
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ＤＳＣ勉強会資料 ■交通広告におけるデジタルサイネージのキーワード 
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  ■交通メディアとしてのポジション確立 
 
  ●ネットワーク化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・他サイネージとの連携・仕様の標準化 
  ●コンテンツ・表現手法への注力・・・・・・マスメディアとの差別化 
  ●媒体価値測定手法の確立・・・・・・・・オーディエンストラッキングデータ活用 
  ●新技術の導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・３Ｄ、有機ＥＬ、エリアフルセグ etc. 
  ●情報提供の必要性・・・・・・・・・・・・・・パブリックスペースにおける有用性 
 
 

  ■省エネ・省資源 
 
  ●ＬＥＤ化・グリーン電力・カーボンオフセット（改正省エネ法・東京都環境確保条例） 

  ●資材リサイクルの検討 
  ●太陽光発電等による「創エネ」 
 

 ■ローコストオペレーション 
 
  ●コストダウン（イニシャル・ランニング）による短期回収ビジネスモデル創出 
  ●保守・配信業務の一元化・サーバ統合管理・ワークフローのシステム化 etc. 


